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厚生・産業常任委員会 

 

◎ 開催日時   平成 29年 10月３日（木） 10時 01分～14 時 44分  

             

◎ 開催場所   第四委員会室 

 

◎ 説 明 員  病院事業庁長、健康医療福祉部長、商工観光労働部長および関係職員 

 

◎ 議事の概要 

【病院事業庁所管分】 

１ 付託議案 

（１） 議第 92 号  平成 29 年度滋賀県病院事業会計補正予算（第１号） 

［結果］ 賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（２） 議第 99 号 滋賀県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案 

    委員からは、病院の名称変更に伴う経費は既に当初予算に計上されているとのこと 

だが、条例改正に伴い発生する経費であれば、本来補正予算として計上すべきものでは 

ないか、などの意見が出された。 

［結果］ 賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（３） 議第 113 号 権利放棄につき議決を求めることについて 

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

２ 所管事項調査 

（１） 小児保健医療センター基本計画について 

委員からは、病院事業の経営改善も大事なことではあるが、県民の安心できる医療

体制を整えるためにも必要な機能は維持されたい、20年、3年先を見据えて、時間をか

けて議論を行われたい、などの意見が出された。 

 

３ 一般所管事項調査 

 

【健康医療福祉部所管分】 

４ 付託議案 

（１） 議第 91 号 平成 29 年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）のうち健康医療福祉部 

所管分について 

［結果］ 賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（２） 議第 109 号 権利放棄につき議決を求めることについて 
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［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（３） 議第 110 号 権利放棄につき議決を求めることについて 

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（４） 議第 111 号 権利放棄につき議決を求めることについて 

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（５） 議第 112 号 権利放棄につき議決を求めることについて 

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（６） 請願第10号   難病法における軽症患者登録制度の実現について 

   ［結果］ 全員一致で採択すべきものと決した。  

また、厚生・産業常任委員会として「難病法における軽症患者登録制度の実

現を求める意見書（案）」を提出することに決定した。 

 

５ 所管事項調査 

（１）「滋賀県保健医療計画」の改定について 

 

（２）「滋賀県医療費適正化計画」の改定について 

 

（３）「滋賀県がん対策推進計画」の改定について 

 

（４）「健康いきいき２１－健康しが推進プラン－」の改定について 

 

（５）「滋賀県食育推進計画」の改定について 

 

（６）「滋賀県歯科保健計画」の改定について 

 

（７）「レイカディア滋賀 高齢者福祉プラン」の改定について 

 

（８）「滋賀県障害者プラン」の一部改定について 

委員からは、介護や障害者支援が地域に委ねられる状況になっている中、各地域の 

マンパワーの違いで地域によって支援に差が出ないように配慮されたい、との意見が 

出された。 

 

（９）「（仮称）滋賀県自殺対策計画」の策定について 
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（10）「（仮称）滋賀県アルコール健康障害対策推進計画」の策定について 

 

（11）国民健康保険の制度改革について 

 

６ 一般所管事項調査 

 

７ 意見書（案） 

 「受動喫煙防止対策を進めるための健康増進法の改正を求める意見書（案）」お

よび「国際標準に即した食品衛生管理制度への見直しを求める意見書（案）」につ

いて、厚生・産業常任委員会として提出することは見送られ、各会派で判断するこ

ととされた。 

 

【商工観光労働部所管分】 

８ 付託議案 

（１） 議第 91 号 平成 29 年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）のうち商工観光労働部 

所管分について 

［結果］ 賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

（２） 滋賀県観光物産情報センターの設置および管理に関する条例を廃止する条例案 

［結果］ 全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

９ 所管事項調査 

（１） 滋賀県経済・産業の状況のモニタリング結果について 

委員からは、県民を中心とした施策を展開するのであれば県民の生活感がわかるよ

うなデータを使用するべきである、今後を担う若者の意識が以前に比べて変化している

ことから、今後の若者のニーズも捉えたうえで施策の参考として取り組まれたい、などの

意見が出された。 

 

（２） 東北部工業技術センターの在り方(施設更新)検討について 

 

（３）「びわ湖環境ビジネスメッセ２０１７」の開催について 

 

10 一般所管事項について 

 

11 委員長報告について 

   委員長に一任された。 
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委員会で配付された資料 

01 平成 29 年度９月補正予算 主な事業概要（病院事業庁） 

02 成人病センターの名称の変更について 

03 患者負担に係る診療費等の請求権の放棄について 

04 小児保健医療センター基本計画の策定状況について 

05 平成 29 年度９月補正予算 主な事業概要（健康医療福祉部） 

06 「滋賀県保健医療計画」の改定について 

07 「滋賀県医療費適正化計画」の改定について 

08  「滋賀県がん対策推進計画」の改定について 

09 「健康いきいき２１－健康しが推進プラン－」の改定について 

10 「滋賀県食育推進計画」の改定について 

11 「滋賀県歯科保健計画」の改定について 

12 「レイカディア滋賀 高齢者福祉プラン」の改定について 

13 「滋賀県障害者プラン」の一部改定について 

14 「（仮称）滋賀県自殺対策計画」の策定について 

15 「（仮称）滋賀県アルコール健康障害対策推進計画」の策定について 

16 国民健康保険の制度改革について 

17 平成 29 年度９月補正予算 主な事業概要（商工観光労働部） 

18 滋賀県観光物産情報センターの設置および管理に関する条例を廃止する条例要綱案 

19 滋賀県経済・産業の状況のモニタリング結果について 

20 東北部工業技術センターの在り方(施設更新)検討について 

21 「びわ湖環境ビジネスメッセ２０１７」の開催について 

 

 


